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研究計画内容 みなさんはもし将来自分の子どもが障がいをもって生まれてきたら、と考

えたことはありますか？その子の障がいを理解し受け入れることができれ

ば、そして十分なお金さえあれば、幸せになれるでしょうか。自分の子ども

を地域のサッカークラブに入れたいと考えたとき、障がいをもつ子どもの親

の悩みは、金銭的な問題だけではありません。「コーチが子どもの障がいを理

解してくれるか」を含め「メンバーとして受け入れてもらえるか」など、子

どもを取り巻く人々が、障がいを理解し、受け入れてくれるかどうかに対し

て、親は大きな不安を抱えています。残念ながら、今は障がいへの理解が十

分ではなく、多くの保護者が子どもたちにいろいろな経験をさせたいと思い

ながらも、できないでいるのが現状なのです。 

社会には障がい者を含め、社会的マイノリティを救うための制度は整備さ

れていますが、これらの制度は金銭的な援助が主であり、彼ら／彼女らの細

かいニーズに残念ながら対応できていません。上記のように、私たちは、社

会的マイノリティの方々がもつお金だけでは解決できない問題を、行政とは

違った形で解決できないかと考え、先日、その解決策の一つとして、さまざ

まな障がいをもった子どもたちのための「ふれあいまつり」を企画・実施し

ました。このイベントを通じて、私たちは参加者に「幸せな時間」を提供す

ることができたと考えています。私たちは、インゼミでの発表の場で、この

イベントの概要を紹介、実施後に明らかになった課題を検証するとともに、

今後実施するプロジェクトを十人十色の人々が「幸せになれる」社会を提案

したいと考えています。 

 


